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　この編集後記を執筆している 2021 年 1 月現在，東京をはじめとした複数の都府県で緊急事態宣
言が出されています。昨年より続いている新型コロナウイルス感染症パンデミックはなかなか収
まる気配を見せませんが，これまで人類が経験したことがなかった感染症の終息を目指して世界
中で懸命の取り組みが行われており，この 1 年間の基礎研究や臨床研究の進展には目を見張るも
のがあります。ウイルスゲノムの解読から 1 年も経たずに mRNA ワクチンという全く新しい形
のワクチンが極めて高い有効性を示すことが報告され，海外ではすでに多くの市民への投与が行
われており，その感染予防や重症化防止効果が期待されています。このような進歩の一方で感染
者に対する治療薬としては，予後を大幅に改善するようなものは未だ存在せず，決め手に欠ける
印象はぬぐえません。世界中の多くの研究室で治療薬開発は進められていると思いますので，一
日も早い新薬開発を期待したいところです。
　さて，整形外科疾患の治療においてはどうしても外科療法に目が向きがちですが，薬物療法も
同程度，あるいはそれに勝る重要性を持っており，有効性の高い治療薬の開発は手術以上に近年
の治療成績の向上を牽引しています。例えば，関節リウマチに対する生物学的製剤や分子標的薬
の開発は関節リウマチの治療体系を大きく変え，手術が必要な患者の大幅な減少をもたらすとと
もに，手術適応や手術法選択も変えるインパクトを示しています。患者のトータルマネジメント
という観点からは，われわれにはこのような新しい治療薬の作用機序や使用法をしっかりと理解
し，薬物を上手に使いこなしていくことが求められています。本特集では最近注目されている整
形外科分野の新たな治療薬を一線でご活躍の方々に紹介・解説いただいています。本特集が皆様
の日常診療のお役に立てば幸いに存じます。
 （田中　栄）
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